






 
 皆さん、こんにちは。ジェトロ・ウィーン事務所の徳島です。 
 
 ３月に入り、先月とは打って変わって自然光が多く差し込むようになり、春の訪れを感じるよ

うになりました。日照時間も長くなり、冬のどんよりとした雰囲気はすっかり影を潜めています。

ここ数日は天気にも恵まれ、街を歩くと多くの人で賑わっている様子がうかがえます。一方で、

最高気温は 15℃前後と少しずつ暖かくなってきているものの、「ウィーンの風」も相まって、冷

え性の私には、まだまだ冬物のジャケットが手放せません。 
 
 このところ鼻水やくしゃみなどの症状に悩まされており、花粉症を疑って調べてみたところ、

この時期のウィーンではハシバミやハンノキといったヨーロッパ特有の樹木による花粉が強く飛

散しているようです。日本の春先と言えばスギやヒノキといった針葉樹による花粉が代表的です

が、ウィーンは広葉樹と雑草のハイブリッドのようで、３月下旬からはトネリコやシラカバの飛

散量も増えるとのことです。日本にいた頃は特に症状はなかったのですが、こちらに来てから発

症する人もいるようなので、時間を見つけてアレルギー検査を受けてみたいと思います。 
 
 ２月下旬には休暇をいただき、フィンランドを旅行しました。フィンランドといえば「サウナ」、

「オーロラ」、「マリメッコ」、「ムーミン」、「サンタクロース」など、日本人に馴染みのあるコン

テンツが多い国です。また、フィンランド人のシャイな性格や場の空気を読むスタイルは、日本

の国民性に似ているとも言われており、日本との共通点が多い国とされています。 
 
 行き先としてフィンランドを選んだ理由の一つは、本場のフィンランドサウナを体験したかっ

たからです。私が訪れた公衆サウナは男女共用（水着着用）、事前予約必須、２時間制というルー

ルで、フィンランドの伝統的なスモークサウナや、ミストサウナを含む４種類のサウナがありま

した。また、水風呂の代わりにバルト海へ直接飛び込むスペースが用意されており、折角なので

入ってみましたが、外は濡れたタオルが一瞬で凍ってしまうほどの寒さで、せいぜい 10 秒が限界

でした。寒い環境下でも海や湖に飛び込むのがフィンランド流だと思っていましたが、あまりの

寒さから、現地の人でさえためらっている様子が印象的でした。 
 
 フィンランドを選んだもう一つの理由は、オーロラ鑑賞です。ヘルシンキ空港からフィンラン

ド最北端のイヴァロ空港まで移動し、ラップランドと呼ばれる北極圏に３日間滞在しました。こ

の地域は先住民族であるサーミ人が古来より定住している場所で、オーロラやサンタクロースの

故郷として有名です。またトナカイの放牧が盛んで、道を走っていると、トナカイの群れが広大

な森の中を頻繁に歩いています。各個体は GPS トラッカーで位置情報を追跡可能で、最近はドロ

ーンによる巡回も行われているようです。 
 
 ラップランドはオーロラ帯の中心に位置し、観測には絶好の場所ですが、気象条件によって大

きく左右されるので、曇っている日には観測できない可能性がある点には注意が必要です。その

ため、確実に見たいという方には、３日以上の滞在をおすすめします（時間が無い人向けの「オ

ーロラ観測保証ツアー」もありますが）。また、ラップランドはスノーアクティビティの名所とし
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ても知られており、スキー・スノーボードの他、スノーモービルやトナカイそりといった体験が

出来るのも魅力の一つです。 
 
以下はオーロラの写真です。残念ながら滞在期間中は天候に恵まれませんでしたが、最終日によ

うやく微かに映る緑色の光を観測することが出来ました。 

 
 

ジェトロ・ウィーン事務所 
産業機械部 徳島 康介 
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皆様、こんにちは。ジェトロ・シカゴ事務所の村山です。 
 
３月のシカゴは、気温が摂氏 20 度を超え人々が半袖で外に繰り出すような日がある一

方で、一日中氷点下で吹雪に見舞われる日もあり、不安定な天候が続いています。それで

も、暖かさを感じる日が増え、季節の移り変わりを感じるようになりました。日が長くな

ったように思えるのは、夏時間の開始で時計が１時間早まったこともあるのでしょう。 
 
３月 17 日は、「聖パトリックデー（St. Patrick’s Day）」と呼ばれる祭日で、キリスト教

をアイルランドへ広めたアイルランドの守護聖人である聖パトリックの命日にあたりま

す。５世紀にブリテン島で生まれた聖パトリックは、奴隷としてアイルランドに連行さ

れ、一度は逃亡するものの再び宣教のためにアイルランドに帰還し、修道院・教会・学校

の設立に尽力したと伝えられています。また、三つ葉のシャムロック（クローバーなどの

総称）を用いてキリスト教の「三位一体」の教えを説いた逸話でも知られています。こう

した逸話やアイルランドの国旗の色に由来し、緑色は聖パトリックデーを象徴する色とな

りました。アイルランド系移民が多いアメリカでは、緑色の衣服や装飾を身に着け、パレ

ードを伴う祝祭として発展しました。 
 
ここシカゴでも、聖パトリックデーに合わせた様々なイベントが開催されます。中でも

目を引くのが、シカゴ川に緑色の染料を流し、エメラルドグリーンに染め上げる「グリー

ンリバー」です。もともと川自体がやや緑がかった色をしているのですが、染料をまいた

後は明らかに色味が変わります。色の違いは掲載の写真でご覧ください（モノクロ版の読

者の皆様には申し訳ございません）。1962 年から続く催しで、環境配慮型の染料を使用し

ているそうですが、実際に派手な緑色を見ると少し驚かされます。当日は曇りがちな肌寒

い日だったにも関わらず、緑色の服や鞄、装飾品などを身に着けた人々が川べりに詰めか

け、染料を流す船が川面を行き来する様子を眺めていました。 
 
また、同日はダウンタウンでパレードが開催され、バグパイプやダンサー、緑色に飾ら

れたフロートが行進しました。パレードは日を変えて郊外でも開催され、街全体が祝祭ム

ードに包まれました。さらに、市内のバーでは「緑色のビール」が提供されます。一般に

販売されているビールに食用着色料を添加したもので、味は変わらないはずなのですが、

何となく青臭いような不思議な気分になりました。 
 
本稿が掲載される頃には新しい年度を迎えていると思います。新年度においても、引き

続きどうぞよろしくお願いいたします。それではまた。 
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2 
 

写真は、緑色に染まるシカゴ川の様子です。 

 
ジェトロ・シカゴ事務所  
産業機械部 村山 裕紀 
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